
発注者 新庄河川事務所

施工者 株式会社オオバ

工事名 最上川中流皿島出舟下流地区特殊堤工事

発表者 ○現場代理人 佐藤　裕介
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１．はじめに

　本事業は、山形県最上郡戸沢村皿島・出舟地内において、河川改修事業とし輪中堤の設置を行

うものである。

　平成24年度の本工事は、出舟地区において、大型ブロック積で構築する特殊堤工事（施工延長

=７６ｍ）を行う工事である。

皿島出舟下流地区特殊堤工事における安全管理について

輪中堤とは？
連続堤整備によらない治水対策！

前年度までの完成区間

施工区間　L=76m
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２．問題点

　本工事は築堤工事であるが、築堤計画箇所に近接する住宅が点在し用地取得が困難であるが為

に計画された、大型コンクリートブロック積による特殊堤工事である。それにより作業スペース

や運搬経路等が限られることから、施工計画の際、特異性をもつ計画を余儀なくされた。また、

不慣れな狭所での作業となる為、普段以上に安全管理を重要視することとした。

特殊堤部平面図

特殊堤部横断図

　最も重要視したのが、工事用道路の利用方法である。構造物背面は民地との境界線であり住宅

が点在する為、重機や車両の搬入路が設けられなかった。

工事用道路進入部
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３．対策

　用地幅・地形等から、かろうじて待避所を設けることができるのは、施行箇所より100m先で

あった。また、バックホウ等の重機も工事用道路上への設置となった。

対策①：重機と作業員の分離措置

　幅4.0mの工事用道路に重機を設置し、且つ作業員の通路を設けなければならなかった。重機走

行時・旋回時は合図者の配置は基より、コーンとコーンバーを設置し作業通路を明確にし、重機

と作業員の分離措置を行った。

　使用するバックホウは、旋回時、後方の作業半径縮小の為、後方小旋回バックホウの使用とし

た。バックホウへはバックモニターを搭載し、運転手も随時、後方の状況を把握できるようにし

た。

対策②：運搬車両の安全確保

後方小旋回バックホウと作業通路 バックモニター搭載

　待避所と施工箇所の区間が100m程に亘る為、途中で運搬車両が交差しないように待避所に誘導

員を配置し、現場誘導員とトランシーバによる連絡を行うこととした。

　合わせて、待避所にはトラックスケールを設置し、日々の積載量確認も行った。

誘導員配置 積載量確認
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４．まとめ

　安全管理は、施工計画時に想定される要因の他、実際に現場で施工を行っている時に必要と

なってくる検討課題や、工事内容の変更等に起因する検討課題等、さまざまな場面で迅速な対応

や対策の立案が必要な項目であると思われる。工事に着手すると、忙しくなり、その対応が遅れ

る傾向にあるので、今後は少しでも早期に対応できるよう努力していきたいと思う。

　まだまだ安全対策が十分とは言い難いですが、現場作業従事者が一丸となり危険箇所及び危険

行動を無くし、無事故無災害で竣工を迎えられるよう進めてまいります。

対策③：狭所作業の安全管理の対応

　慣れない狭所作業であり、現場作業従事者より危険個所や危険な行動を細かく聞き取り対応や

対策を講じる必要があると思われた。そこで、ヒヤリ・ハット報告書を名刺大のカード形式で作

成し、作業服のポケットに常備できるようにした。

　取り入れた意見は、KY活動に反映させるとともに、安全掲示板に対応策を掲示するようにし、

注意を促した。また、始業前点検の重点管理項目にする等して対応することができた。

ヒヤリ・ハット報告カード 安全掲示板への掲示

安全施設と点検状況
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